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､1 事I T

唱羽.四竹のIL旺夕的 発に安於J_.･川いるとミ芹滞取界
(不発LEt!iの限界)はその実#,仏のみならIT.I-し火阿gll

隅石か寺の,脚 には姓榔したtr故 .ei)ち同軸 Vi時W

五tL小のTE戦fU野Q).-.i火IRが発火した剛 のt石叩けlJにも
支現される｡掩って 50サイタJL･又は 60サイクルの

交連ではiH誰や牲舵のlミい発火顎の且う淡によろよl)ち

斉発が不稔軍にな,-Jと考えられ,又実府1=も不等が多

(utちと言わ11てい･-JE,

耶淡の和合にはqI釈田野のt',火咋帆 ,･'.･RFZ時肌 硯

は芯締切耶 与rnl靭 :Ⅶぷさ)い If此列7f等の駄･J嚇
召議か牧丘さji.父牝の姓ji!紗二訴いて♪2-Ldq:のfIt破

局.軍で不党なく斉発LRIる漁プ､i江ダフi整枝散を比I鮎ち芋.Z
易に:RLaによって戒めろことがIu頚ミろ｡RJ;ろに安鼓'C

は上記のirlく紅WtJが弔旅するので井YIF!l界を丈n的

に見山すことは称品でない｡
ih-鼓 JiT,(愛読によろiE例 斉発Q)川辺は匠にBL+の万

田】からyl糾され,Frlは5Chc及びG'lCSnt即1挽及び交

証での芥発実験に上L)夫々に於けち取外%TtL光を比柑

し,安鼓についてはそQ)媒劾FtとLnEITrJとに対すろ不

発畑 伽 を硬め DTekopfの見地 ､ら計井した純
.I

潔三をB糊.してしる.ntに Drckoprは芯慌中火部に於

ける弊れ欠Lと#Jl･Eして月l謡を)lj:めて い ろ｡又L)rebpF

及び 】tehren'はt'i火-Jl乱 文t三九火力机とL'榊 はl
とを変改として不兇歩血の縫牢についてZBi:.交流で

は芹矧こhl連の樵件や萌す位相TrJで淡通すろ以外はlrL

法に上ろよI)も常に不放J.Giの蝕串が人でもろちとを
元していろ｡併しいfit'こしてもy:nにMいた茶界や

榔 ･らの昔牒伊に州和したものは花的カ'･紅く,そ

の城 は放牧抗大でそのiE妊併談が小 さいこタワーJ.
釆合金でもE),./.脚 .!rillbて纏めて払 ･/.rLk正式屯,7詔
筋でちろために哉亙妊朱の純繋をか七琴とする耽読TG
管にtiしてにその鮎 やfA汲g/.毛醐さを1(iちに惑IIけ ろ

ことカ:tu来ない8そこで点火野方二輪･茄で≠伽 とそ



196 エ 薫 火 繋 岨 会誌節目笹 那 3サ
の希榊aiとが共に大ILろ征武田軌 こ対して仙柵杓にJL J7:Fillこ珊拓11ろことは川井ミないのでI,■.(火r粥柿を閉L:ち
ろ彰か ;どの複軌 こ現われちかを抱かめるために変造 時の位mlrJをIL･慾に謂苑して舞台を行った｡
によろiy研 究の姥幹を試み若干の考牢を行った｡ _1･.7aFrltZSt=hc及び GLqAの夷虫では査読の位相

止 案 鼠 方 法
雅 にrj)棚 をJIlいていろが恥Hは威 1の如き詞

地 政に上った｡相恩 (A)は狸鉦の火野で,(b)は位

忠釈 'itGl腎の見火野が発火ナろ時の位相1TLを-T･め 相撫 Z):行われろ状況の相 国であろ｡

･･J. ､_∴∴化繊相即.71報に上り入力在

宅 elを仔蜜に化軌担 Jをプ汁 ろ屯 苫 <りこ狂え,葡招

封領円路でBi形鼓勺とし,これをぞ紛 耶柿で elで託し

たバJVスとしてriHL, Szを閉じろとこのパル

スに上ってトリN-阿詩のサイタトdソ (TY.七血G) に

放電 読々 ･Lが鼓さしてリレーd･91き電tl田野の.Lr..火阿識l

こ零式 .2がiXLt始めろ. lfの弓五割三人タイ〆r/タで加媒した｡又この rill緒にサツ5,Ug'タ7を入着l

て鼓油屯誰の排 をta彩すると共に貰

綿肺 時間を脈 LlL,T

TI 菓故括果及び考蕪抵抗が約 日土OID の以

塀を5例和辻鏡し,抵抗I5_nの相投をJrLして苑火させた点

烈女炎 lL=拝めた｡但しIL,l■は失+放逸旬淡の実効他及
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肘近で多く拭ふたが不矧ま出なかった｡鼓迅7t;淡を増

大するに従い芯揺切断特ruJJこけT-る P'の彩管か鰍
に著しく窺われていろ｡･.が zOAでは電報の点亦Kl

は HA以上にも及びqi帽切榊 Jは瑞めて短く,千

の濁定に臥 .た一イ1レーダーの凹祁巷勘如拙 l仙こ

入る可馳 こあるの7:J淵kE班は誠だ-1.'JTE鈍である｡
06人 で不愁た短と poとの収縮をJLろに肘 に上

る彰勤 判然と現われていない.06A では同税切断

時他 項 く従って.L.･秋剛 】もその各艇腿 も州二大TIろ
ものと考x.らjL Odと茄跳 読m管のt.■∴火g;発火時

のIv甜角 elとは柄んと脱胎 ;なく,このような柚

合には前者が不狩生丘にあまI)閑与しないことは当然
である｡

P･と尾脚 IとからP.を推定するためには祭

政左京郡 の.脚 を推定する必垂があろ｡このこ

こはNl洲 のばらつきが火なるこの邑電PtCT甘.こつ

いてi三m ･あるが,鞄 榊 で報賃した如くこの

珊 についての瓜脚 の対定位は平均約 9n9

であったのでEIろ大社妃であるが一応蜘 ス℡廿の

256 0 魚曝時間を 9msと仮定してPlを想定L,,このQfと

2W O 不党生転との魂綿を決めて見ると,団2に荒す如くに

2g) ○ なる9同署の声謙ELb税に剣彰を施した帯分せ不発姑短
25.0 0 馳 7:･ある｡
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であり.lq鼓故)'なる交鼓の書合には

I;1'd･-I;･･!sln'(2,/L･･･)d･
-･'.三t'-12:/､1れ2小 ･- (2･J-2e･-)
･ll':F(/,-,eL)･ ･(り

6)ち喝淡蛾 の臼.Gに用放牧と.･畑か与rEnと純絹1lj
との繭fJむ点じたものとなろ｡

(り 式からSOサイタJL･の染抜lニついて吐々の-の

抑こ対しJlと-好款Fとの況綿を決めて臥 l:すか 潤̀
3の如くでもろ｡丁が ZOznS.即ち女経の′l一川州に_71

ろとJ>ほFが oEの帥Llnこよらず一･だであるのは当然
でわt..

河 3

f=.T(I

OI 2 3 タ F C 1 8

9===-;=･一が 06A のとき.-I_,9nl*とし.

LL払 1182の良火))故 盃を 3m肌■く′D と

Ciだすれば瑚3から ～lが姑◆ -7xTIO

の桝 F的 l･･ポ約 1･することにTLろ｡抄もEZl

2に放てftuL牧内の蜘 不 発一J三浦 城と1=ろ｡虫に発没抜か .ら求めた不先生鯛 戦

と句3から耳Itlしたそれとに若干かr九があるF･.これ

は舟的 XtqtrD瓜伊 与Llaを-tIに 9rn と氏正したことに馳

:あり,itftの点脚 は瀞aEの雌 ･らも汝tzt

JからIP故nSの正正fqにばらついていろものと見放すべき'eもろの-L･前.tの方法で戒めた Jl

は他誌T=ものでは1=く,又冠3からのir#で-
-恥 Sの曲tiのみによったことにも斉田があろ｡rにbi!した殻丘, ‡上絵の瓜火力破過土jLその滋でも0,受

話のせ分l二はこれがh;e一に上って3'少JZSlと

/安.ナろであろうことが考えられろ｡以上の考穀では棚 'f一･三

と且旦して黙.たがこれはLu のと

きとHEnlt純の鮒 大こ恥 .米IyL紙 の7;搬 件で

L'_涜淵 放吟の英数甘b''ObAでもっても点火男の発火技は0.5̂ 以下に下 ろことが* y

シログク上から決められる｡かくの如く穣■の

四千の干渉をFj:け･C不発生4i田切5･Tt'めるこ

とは甚だ関はであるが32TitfB13から芯監的に

も̂ 舶 (かこもql誰耶 U(の絶対班の汝少出田で放牧7tZ抗m野の.1'し火野がTe火したときに不jral._/

'ZJじ易いことが//Iろ｡(り式から elに対す

ろ 11'の封 ヒ削合は/と-との他によりB,71の鮎大Uuとび経,1､他 さ'･如 十ろ

が,巨体的に見てJ及び -が大
に1=ろはとJjlさいことが現わJlろ｡BPち月放牧

が大TZろほど又･.I.伯l特r;.bて

大1=ろはと研 究に対し付fEIlrJの影か ;ま
少することになる｡馳 ;泣くて芯胞力史】折が虎

瞥切所にjL:行する半合には脇 間7)代りに氏火脚 辻QT,時間を

-としても,この暗部L三船 ;人tEろ上に Plにも支

圧されるので,このような耶 ･二は(I)式をN l

-T.ろことは出兵,ない｡この以畔は五誌で行

ったとIa臥二軍冒せ弐封J)tGbrnBl時間と電FL甘廿の

そlLと'_.･比較することに上り究められろ5

'･.ここでもぷ √Lのrq仁が介入すらもの

と考iられる.QFし罪ESには氾淡の粗合と大益

なく不軌船 :08A以上では杓んと?!Yrが･榊 に先行し

ているようであろ｡rT'持 丁脚 の抑弧を

.1'J淡罪とすTJTTLL別田廿の蛍池prtL漸 こよ

る爪列Pr雅の糾投を行い'Ⅷ洗u励弧岐び故皿消脚 事の位相fq



である.LIS.jcはこのことを考出して直列斉発では菰

姐芯艶が2人{_,讃しく超えてはたらねと迷べてい ち

メ,このyI段では'J:効他 】0̂ 迄は上記のET因に拡く

と.Rlわれるィ､確はit:I:なかった｡この現象¢たる駁界

は魚火盛のti汎 従悦の寸EiL,性状によること(.-勿謡
である｡

j{1枚に本父由は文部省科学研究班の有8助を受けてrr

ったものであろことを附取すると共に,aE9水死のJ'̂[R

計に当I)紹 彬々 助下さった31!京芝浦屯窮の岡牲一郎

Ja:.加悌lt一式此びにjStLl賢一氏に深甚の謝託を菜す

る｡
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